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チベ ッ ト撰 述 の ア ビダル マ文 献
井 上 智 之
チベ ット仏教においてアビダルマ(chosmasonpa)と いう場合,文 献的に
は極めて範囲の狭いものでおよそr阿 毘達磨倶舎論』(以下,r倶 舎論』)と 『大
乗阿毘達磨集論』(以下,r集 論』)の二つに限定されるといっても過言ではない。
しかし,ア ビダルマとい うものが重要視されていなかったとい う訳ではな く,
1)
事実現在でも因明 ・般若 ・中観 ・律 とともに学習の主要課題となっている。
ところで,そ れ ら主要課題の内,既 に因明と中観 とに関しては,チ ベ ット仏教






文献に どの様なものがあるのかを紹介 してみたい。 もちろん,現 在に至る迄の




ρ〆づsdeshod々 顕donbsduba'imingi97伽sが あ る。 こ の 中 に 紹 介 され て
い る文 献 につ い て は既 に池 田 練 太 郎 氏 が リス トを 挙 げ て お られ るが,そ れ らの
文 献 は殆 どゲ ル ク派 の もの で あ りサ キ ャ派 の もの に つ い て は全 く触 れ られ てい
なJ!。そのことを考慮 して本稿では,サ キャ派後期のパソディタであるガ ワソ
チ ュ ー タ クNagdbanchosgrags(1572-1641)の 著 作 で あ るPodChenDrug
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gigTam(以 下,PCDT・)に 紹 介 され て い る ア ビダル マ文 献 を 中 心 に 紹 介 して
5)
み た い。
先 ず,本 論 に入 る前 にPCDT.の 作 者 で あ るガ ワンチ ュー タ ク とい う人 物 と
PCDT.全 体 の構 成 につ い て触 れ てお こ う。
ケ ツ ンサ ソポ氏 に よる と,彼 は,チ ェ ン ガ ク ンチ ョ クギ ャ ム ツ ォsPyansna
dKonmchogrgyamtshoの も とで 出家 し て い る。 ガ ワン チ ュー タ ク とい う
名 前 も彼 か ら授 与 され た もの で あ る。 彼 に 就 い て 学 んだ 後,ル トゥブギ ャ ム ッ
ォKlugrubrgyamtshoの も とで道 果 説(lam'bras)に 関 す る教 科 書(yig
cha)等 を 多 く説 示 した 。 また ケ ンチ ェ ン ワ ンチ ュ クペ ル サ ンmKhenchen
のdB
anphyugdpalbzahに も師事 して い る。
彼 の書 い た 『倶 舎 論 』 の註 釈,Pα 窺 ρ〆づ腕OS窺 勿%ρ α甥4904々 ッ2⑫亜40%
jishedsesbya'igsalbyesの 奥 書 に は ワ ンチ ュ クペ ル サ ソ の名 前 と同 時 に ジ
ャム ヤ ン シ ェ ラ プギ ャ ム ツ ォ'Jamdbyansesrabrgyamtshoの 名 を 見 出
の
す こ とが 出来 る。
この註釈 書 は,自 分 の見 解 と異 な る人 物 の名 を 挙 げ,相 手 側 の見 解 を 引用 し
た 上 で批 判 して い るの で チ ベ ヅ トに お け る ア ビダル マ理 解 を 研 究 す る上 で,極
め て 有意 義 な もの と言 え よ う。 また,コ ラ ムパGoramspabSodnams
senge(1429-149),ム ー ラ プジ ャムパrGyalbaMusrab'byamspa,シ
ノ
ェラ プ ウ セルSesrab'odgsal,ル トゥ ブギ ャ ム ツ ォ等 の彼 が 依 拠 して い る多
くの先 学 達 の言 葉 も引用 され てお り,非 常 に 興 味 深 い もの で あ る。
本 論 文 の 中心 資 料 で あ るPCDT.は 仏 教 の 教 義 を般 若(pharphyin),因 明
(tshadma),律('dulba),ア ビ ダル マ(chosmhonpa),中 観(dbuma)
三 律 儀(sdomgsum)の 六 つ に分 け て 説 明 した もの で,そ の 内 の第 四番 目が ア
ビ ダル マ の章 に な っ てい る。 第 四 章 は,初 め に イ ン ドに お け るア ビダル マ文 献
を紹 介 した 後,本 稿 の 中 心 部 分 で あ るチ ベ ッ トの ア ビ ダル マ文 献 を挙 げ る。 そ
して,後 半 部 分 で は チ ベ ッ ト内 に お け るア ビダ ル マ 教義 理 解 に関 し ての 論 争 が
記 述 され て い る。 このPCDT.は,サ キ ャ派 に お い て どの様 な註釈 書 が 作 られ
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た のか,ま た どの様 に仏 教 を 理解 して い た のか を知 るた め に非 常 に便 利 な もの
で あ る。
さて,PCDT.に お い て チベ ッ トで の ア ビダ ル マ の伝 承 は タル マ ニ ン ポDar
8)
maspinpoか ら始 ま って お り,彼 は 『集 論 』 を 聴 聞 し広 め た と説 かれ て い る。
『テ プ テ ル ゴ ンポ』 に よ る とタル マ ニ ン ポは ラ テ ィサ ソパ ルRwakhribzan
gJ'b
arか らア ビダル マの 教 義 を 学 ん で お り,さ らに ラ テ ィサ ンバ ル は ウ ェー ギ ェ
10)
ル ワゲ シ ェdBasrgyalbagesesか ら 『集 論 』 を学 ん だ,と され てい る。 『テ
プ テル ゴ ンポ』 に は ウー ギ ェル ワゲ シ ェに 至 る迄 の 『集 論 』伝 承 の系 譜 が 列 挙
ii)





とい う系 譜 が 考 え られ る。 この系 譜 は殆 どの 後 期 ア ビダル マ文 献 撰述 者 の相 承
系 譜 の 中 に も見 出 す こ とが 出来,後 期 チベ ッ ト仏 教 にお い て は 一般 に認 め られ
て い た伝 統 的 系 譜 と言 え よ う。
『プ トゥン仏 教 史 』に よる と,「 『集 論 』の伝 承 は低 地 を通 じて行 わ れ て きた 」
ia>
と説 か れ て い る。 先 の系 譜 の 中 に ラル ンペ ル キ ドル ジ ェの名 が 含 まれ て い るが,
13)
彼 は ラ ン タル マ を 暗 殺 して ア ム ドへ 逃 亡 した 人 物 で あ るか ら,タ ル マ ニ ンポ が
受 け 継 い だr集 論 』 伝 承 の系 譜 中 に彼 の名 前 を見 出せ る こ とは 非 常 に興 味深 い。
つ ま り,r集 論 』 の 伝 承 が ラ ンタ ル マ の破 仏 以 前 か ら綿 々 と低 地 を 通 じて続 い
て きた ことを 強 調 す る為 の 作 為 的 な系 譜 で あ る とい う可 能 性 が あ り,今 後 この
伝 承 系 譜 の内 容 を 吟 味 す る必要 が あ る。
PCDT.に お い て 文 献 名 が 初 め て登 場 す る の は タ クパ ギ ェソ ッェ ンGragspa
rgyalmtshan(1147-1216)の 書 い たrGyud々 舛ninonparrtogpayinpo
14)
che'iljonzinで あ る。 これ は宗 義 書 で あ るが,そ の 中 に は 『倶 舎 論 』 と 『集
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論 』 の教 義 に 対 す る解 釈 が 多 く含 まれ てい る とPCDT.は 伝 えて い る。
ア ビダル マ文献 と して は パ クパ ロ トゥー ギ ェン ッ ェン'PhagspaBlogros
rgyalmtshan(1235-1280)のmDzod々 璽spyidonsesbyarabgsalが 最
15)
初に登場する。彼はサパソの甥(dbon)に あた り元の帝師として有 名 で あ る
が,チ ベ ット大蔵経の変遷を知 る上でも重要な手掛 りを与えて くれる。彼が編
纂に加わっているr至 元法宝勘同目録』には,漢 訳大蔵経典に対応するチベ ヅ
ト訳の有無が記載されているのである。それによると 『集論』にはチベ ット訳
16)
が存在 しなかったことになっている。しか し彼は 『彰所知論』を書いてお り,
17)そ
の中に現存する 『集論』の内容を多く引用 している。彼が漢訳 『集論』を読
んで 『彰所知論』に引用 したとは考え難いので,先 に挙げた 『至元法宝勘同目
録』の情報には疑問がもたれる。現在,彼 が書いた 『倶舎論』或いは 『集論』
の註釈書は見出すことが出来ず,真 に残念である。
18)
次 に パ ン ロ ツ ァ ー ワ ロ ト ゥ ー テ ン パBlogrosbrtanpa(1276-1342)の 『集
論 』 に 対 す る 註 釈Kunbtuslarnan2bradsesbyagsalbyedの 名 を 見 出 せ
19)
る 。 ロ ト ゥ ー テ ン パ は チ ョ ナ ン 派 の 人 で,『 テ プ テ ル ゴ ン ポ 』 の 記 録 に よ る と






とな っ てお り,さ らに 彼 は チ ャ ンチzプ ッ ェモByarschubrtsemoに 伝 えて
い る。 こ の系 譜 の チ ム ツ ゥン セ ソか らチ ャ ンチ ュ プ ツ ェモ迄 の師 資 相 承 は シ ャ
21)
一キ ャチ ョク デ ンの 『集 論 』 聴 聞 の系 譜 と同一 で あ る
。 また ロ トウー テ ンパ,
チ ャン チ ュプ ツ ェモ の 名 前 は ゲ デ ン 派 の ギ ェル ツ ァプ ・タル マ リンチ ェ ソ
rGyalmtshabsDarmarinchen(1346-1432)の 『集 論 』 聴 聞 の系 譜 に も
22)
列 挙 され てい るの で あ る。
と こ ろで,『 テ プテ ル ゴ ソポ 』 に は上 記 の コ ウ ォ ・イ ェシ ェジsン ネ か ら ロ
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トゥー テ ンパ を経 て ロ トゥー ギ ャム ッ ォBlogrosrGyamtshoに 至 る系 譜 と,
同 じ くコ ウ ォ ・イ ェ ーシ ェー ジsン ネか ら始 ま りプ トゥソ リンチ ェン トゥプに
い た る上 記 の系 譜 と は異 な った 第二 の 『集 論 』聴 聞系 譜 を記 録 して い るの で あ
23)
る。 こ の記 述 は チベ ッ トに お け るr集 論 』 の伝 承 状 況 や 各 宗 派 間 で の 論 争 を研
究 す る上 で重 要 な も の と言 え よ う。
PCDT.で は 次 に チ ム ツ ォ ンセ ソ,チ ム ナ ム カ ー タ クmChimsNammkha,
grags(1210-1289?),チ ム ロサ ン タ クパmChimsBlobzan・:pa(1299
24)
-1375)の 三 人 を 挙 げ て い る
。 チ ム ツ ォソ セ ンは先 の 『テ プテ ル ゴ ン ポ』の系 譜
に よれ ば チ ュー ク ウー セ ルChossku'odzerか ら 『集 論 』 の 聴 聞 を 受 け た こ




子 で あ るパ ニー ター ミテ ィが カ ム地 方 で説 いた 伝 統 を受 け継 い だ と述 べ て い る。
この 聴 聞 系 譜 に関 して は今 後 さ らに 調査 す る必要 が あ ろ う。
また,ア ク リン ポ チ ェAkhurinpoche(1803-1875)の 『稀 覯 書 目録 』 を
見 る とチ ム ツ ォ ンセ ンの ハ1召9'byamssugyagspa'itakが チ ベ ッ トに お け る
27)
ア ビダ ル マ の註 釈 書 の最 初 で あ る と述 べ られ て お り非 常 に興 味 深 い。
チ ム ナ ム カー タ クの書 い た 『倶 舎 論 』 註 は,『 チ ムズ ゥー』mChimsmdzod
と呼 ば れ 親 し まれ て い る。 彼 は,カ ダ ム派 系 の人 で ナル タ ン寺 の 第 七 代 目の座
28)
主であるが,彼 の書いた註釈は宗派を超えて用い られてお り,恐 らくチベ ット
撰述のアビダルマ文献の中で最も重要視されていると言って良いだろ う。ダラ
イラマー世の 『倶舎論』註 も 『チムズゥー』を参照しつつ講説したものと言わ
29)
れ て い る。 『チ ム ズ ゥー』 の 奥 書 を 見 る と,チ ム ナ ム カ タ クは チ ムー 切智 者
30)
mChimsThamscadmkhyenpaか ら 『倶 舎 論 』 を 聞 い た と され る。 この
チ ムー・切 智 者 が,誰 を指 す のか 明 らか では な い が,プ トゥン リンチ ェ ソ トゥプ









となってお り,チ ムナムカータクはチムロトゥーテンパか ら 『倶舎論』を聴聞
したことになっているので,彼 がチムー切智者 と呼ばれる人物であるのかも知
れない。チムー切智者が誰を指 しているのか ということは,今 後の重要課題 と
ヨの
い え よ う。 この プ トゥンの 『倶 舎 論 』 聴 聞系 譜 は,チ ム家 の系 譜 を 考}る 上 で
重 要 な 資 料 で あ る。 また,上 記 の系 譜 の 冒頭 に 出 て くるス ム リテ ィ ・ジ ュ ニ ャ
33)
一ナ キ ール テ ィは イ ン ド人 で ア テ ィー シ ャの弟 子 で あ るが
,彼 は ア テ ィー シ ャ
34)
の 弟 子 に な る以前 に カム地 方 に ア ビダル マ教 学 の た め の 学校 を 作 った とさ れ,
彼 の伝 え た ア ビダ ル マ教 学 が チ ム 家所 伝 の 『倶 舎 論 』 解釈 と何 らか の 関連 が あ
った のか も しれ な い。 この こと も,チ ム流(mchimslugs)の 『倶 舎 論 』解 釈
を考 え る重 要 な手 掛 りに な るだ ろ う。
チ ム ロサ ンタ クパ の著 作 と してChosnanonpagsalbyedlegsparbrad
ρ碗Ygya娜s加 が 現存 して い る。 これ は,チ ム ナ ムカ ー タ ク の書 いた 『チ ム
ズ ゥー 』 に対 して 『ズ ゥー チ ュン』yndzodchunと 呼 ばれ て お り,ナ ム カ ー
タ クの もの と同様,重 要 視 され てい る。
ツ ォン カバ の 師 匠 と して 知 られ る レ ンダ ー ワ・シsン ヌ ロトゥ‐Redmda'ba
/35)
gZonnublo'grosの 名 前 も見 出 せ る。 レンダ ー ワは カム リン に お い て『集 論 』
ヨの
の註 釈 書 を 著 述 した と され る。 ギ ェル ツ ァ プ ・タ ル マ リン チ ェン の 『集 論 』 聴
聞 系 譜 を 見 る と レン ダー ワは,チ ャ ンチ ュ プ ツ ェー モ よ り 『集 論 』 を 受 け 継 い
ヨの
で い るか ら彼 も又,パ ン ロー ツァ ー ワや シ ャー キ ャチ ョク デ ソ と同 じ くチ ム ツ
ォン セ ンを 含 む 第 一 の 『集 論 』 相 承 系 譜 の 中 に位 置 づ け られ る ので あ る。
次 に ポ トンパ ンチ ェン ・チ ョク レー ナ ム ギ ェルBodonpanchenPhyogslas
rnamrgyalの 名 前 を 見 出す こ とが 出来 る。pCDT.に はr倶 舎 論 』 の註 釈 書
だけが緲 されているが渓 際にはr集 謝 に対する課 槻 存してい巍 彼
の伝えるそれらの内容は現在我々が見得るr集 論』のテキス トと異なっている
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部 分 が 多 い。 そ こで,そ れ ぞ れ か ら一 つず つ例 を挙 げ て み よ う。r集 論 』 で は






ど うして 諸蘊 を(先 の様 な)順 序 と して 認 め るの か とい うと,識 住(の 順 序
に従 って い る)か らで あ っ て,四 識 住 と識 で あ る。 或 い は,前 の ものが 後 の
もの の 拠所 で あ るか らで あ っ て,(中 略)或 い は雑 染 と清 浄 で あ る こと(と い
う順 序 に従 って い る)か らで あ る。
39)
と説 明 を 加 え て い るが,ポ トンパ ンチ ェン の註 釈 に は
rimsniragsdankunnoncoons//snodsogsdankhamsjibzinno//
(五 蘊 の)順 序 は 粗雑 と雑 染,器 等 の も の と界(の 順 序)で あ る。
40)
とな っ て い るの で あ る。 この相 異 は,『 集 論 』 と 『倶 舎 論 』 の混 同に よ っ て生
じた も の と思 わ れ るが,プ トゥソ リン チ ェン トゥプBustonRinchen'grub
(1290-1364)もr集 論 』に 対 す る註 釈 に お い て 同 じ内容 を伝 え てお り非 常 に 興
41)
味 深 い 。




四 っ と は 何 か と い う と,識 の 住 処 が 色 に 属 す る も の と,受 に 属 す る も の と,
想 に 属 す る も の と,行 に 属 す る も の と(の 四 つ)だ 。
42)






以 上 の 四つ が 識 に住 して い るの であ って 識 は,そ れ ら(四 つ)の 住 処 で あ る
の だ。 だか ら,(『 倶舎 論』)の 自註 な どに 「識 が 住 して い る の だ。」と言 って
い るの は正 し くな い の で あ る。
　む






ど う して識 に対 す る識 の住 所 とい う様 に は な らない の か とい うと,毘 婆 娑 師
(の 意 見)に よれ ば,住 む 人 を除 くか ら住 処 とい うの で あ って,住 む 人 と し
て の住 処 とい う様 に は な らな い。 た とえ ば,王 様 が 王 座 で は な い 様 に で あ る。
　の
と説 か れ て い るか ら,や は り識 が住 す る もの で あ り,色 ・受 ・想 ・行 の 四 つ が
住 処 な の で あ る。 先 の ポ トンパ ンチ ェン の説 明 は,唯 識 思 想 に 基 盤 を 置 い て い
る様 に も思 わ れ る。 少 な く と も,r倶 舎 論 』 本 来 の内 容 を無 視 した特 異 な もの
で あ る こ とは間 違 い な い。
『テ プテル ゴ ン ポ』 に よる とポ トンパ ン チ ェン の住 し て い た ポ トンイ ェー
Bodonyeと い うと ころ は,r集 論 』 の 相承 を 考 え る上 で重 要 な地 域 で あ り
,
アビダルマや律等の多 くの典籍が存在 していた と述べ られてい毳 また,プ ト
ゥソもここで学んだとも伝}て お り非常に興味深い。彼の伝える内容が,現 在
の我々が見得 るテキス トと異なっているのはアビダルマ文献に関してだけでは
ないようで,今 後彼の著 した諸文献に対す る研究がポ トンイ ェーとい う地域の
　の問題 を 含
め て な され るべ きで あ る。
次 に ロ ン トゥンチ ェ ンポRonstonsMraba'isenge(1367-1449)のrNam
∂6・49・吻 〆蜘4・ ・dが紹介されてい潔 微 ヤハ,ク サンギェペルgY。g
phrugSansrgyasdpal(1350-1414)の 弟 子 で ナ ー レ ン ドラ 僧 院NaIendra
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48)
の 創 建 者 と して知 られ て い る。 シ ャ ーキ ャチ ョクデ ンの 『集 論 』 聴 聞系 譜 を見
る と,彼 は ロ ツァ ー ワタ クパ ギ ェソ ツェンLotsabaGragspargyalmtshan
49)
か ら 『集 論 』 を聴 聞 して い る。
ノ
次 に シ ャー キ ャチ ョク デ ンSakyamchogldan(1428-1507)の 著 作 が紹 介
され 暑IPCDTに はm1Vonpakunbtuslabradtshulrgyamtsho'irlabs
51)
kyiphrenbaと い うr集 論 』 の註 釈 と 甥D・・dZaspyidonch2nonobyebrag
52)
bradmtshorgragspaと い うr倶 舎 論 』 に対 す る註釈 の二 つ が列 挙 され て い
る 。 彼 は サ キ ャ派 を 代表 す る人物 の一 人 で あ るが,後 半,唯 識 学 に傾 倒 し如 来
蔵 思 想 と唯 識 教 学 を 併 合 して他 空 説 を説 い た た め サ キ ャ派 内部 で は異 端 者 扱 い
53)
を 受 け てい た 様 で あ る。 彼 は 厦 々 サ キ ャ派 で あ りな が ら同 じサ キ ャ派 の人 物 に
対 して 攻 撃 的 な 姿 勢 を 取 る こ とが あ り,そ の論 争 内 容 は サ キ ャ派 の教 学 を考}
る上 で 非 常 に興 味 深 い。
シ ャー キ ャチ ョクデ ソ も又 ポ トンパ ンチ ェン と 同様,他 の 註釈 家 達 とは 異 な
った 説 明 を して い る こ とが多 い。PCDT.で は ポ トンパ ソチ ェソ とシ ャー キ ャ




「この二 人 の 賢 人 達 は,賢 明 な る こ と虚 空 の ご と く広 大 で あ るば か りで な く,
ノ
(サパンが書いたと言われる)gZunlugskuntogrub〃 励〆 の概要を全面
的に認め(な が らも一方それ とは)反 対の殆 ど灰 と化 してしまった伝統的な
解釈を残 しているのである。」
54)
と述 べ て お り,非 常 に興 味 深 い 。 シ ャー キ ャチ ョクデ ン とポ トンパ ソ チ ェソの
関 連 につ い て は シ ャーキ ャチ ョクデ ンのr集 論 』 聴 聞 の系 譜 か らも明 らか で あ








とな って お り,彼 の 『集 論 』相 承 系 譜 の 中に ポ トソ パ ンチ ェンの 名 前 を 見 出 す
55)
こ とが 出来 る の で あ る。
また,上 記 の系 譜 中 に挙 げ られ て い るパ ソ ロ ツ ァー ワ とチ ャ ンチ ュ プ ツ ェモ
の名 前 は,ゲ デ ン派 の ギ ェル ツ ァ プ ・タル マ リン チ ェン の 『集 論 』 聴 聞 系 譜 の
　の
中にも見出せる。 このことは,ゲ ルク派とサキ ャ派の論争を考}る 際,常 に念
頭に置いてお く必要があろう。
PCDT.で はさらに,彼 の 『倶舎論』に対する註釈が作 られてか ら後,チ ベ
ットにおいてアビダルマ理解についての論争がなされる様になったとも伝えて
　の
い る。 彼 が 伝}るr集 論 』 の 内容 と,他 者(サ キ ャ派 の 者 を含 む)と の論 争 点
'につ い て は稿 を改 め て紹 介 す る予 定 で あ る。
シ ャーキ ャチ ョク デ ンに 続 い て,同 じ くサ キ ャ派 に お い て最 も重 要 な人 物 で
あ る コ ラムパ ・ソナ ムセ ン ゲGoramspabSodnamssenge(1429-1489)
58)
の 名 前 が 挙 げ られ て い る。 彼 の 書 い たPhunkhamsskyeinched勿 づynam
飾9・'卿 娜 ・祕2・ 吻 〆づ・g吻 ・認r倶 舎論』の触 聯 二章を底
本 と しつ つ,r集 論 』 の 内 容 と照 ら し合 わ せ て あ る の で興 味 深 い 。 ア ク リン ポ
、チ ェの 稀 覯 書 目録 に は,彼 の 著 作 と して 初D204non2tshargsumZdanjes
　の
saesを 挙 げ て い る。 シ ャー キ ャチ ョク デ ン と彼 との 論 争 を 研 究 す る上 で コ ラ
ムパ の ア ビ ダル マ に 関 す る師 資 相 承 を知 る こ とが 必要 で あ るが,残 念 な が ら現
段 階 で は 見 つ け 出 せ な か った 。
次 に ギ ェル ワ ・ム ー ラ プ ジ ャム パrGyalbaMusrab'byamspaの 窺1)zod
Zatikyon・suadz・9吻 の名 灘 げ られ て し叙PCDTに よ細 譌 彼 は コ
ラ ムパ の 弟 子 で あ る。
ノ
PCDT.で は 次 に シ ェー ラ プ ウーセ ルSesrab'odgsalの 名前 が見 出 せ る
　の
が,彼 の 伝 記,著 作 等 は 見 出 し得 な か った。
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次 に ル ドゥブギ ャ ム ッ ォKlusgrubrGyamtshoの 名 が 挙 げ られ る。 ル
63)
ドゥ ブギ ャ ム ツ ォは,ロ サ ル ギ ャ ム ツ ォBlogsalrgyamtshoの 弟 子 で あ る。
また,彼 は ガ ワ ンチ ュー タ クの師 匠 で あ る。PCDT.に は,彼 の ア ビ ダル マ に
ノ
関 す る著 作 と し てm.Dzodkyispyidonthenm,gungidka'∂ 〆 ∫gnas
rnamsZadogkyiplatenbabkodpa,dBanpo'ireamgzag,rGyu'bras
勿々 θπgsumsgsalzulbkoygyi7吻pa勿mtsarbadumaの 四 つ を 挙 げ
64)
て い る 。 ノ
つ ぎに パ ソチ ェ ン シ ュ ソギ ャパPanchengZunbrgyapaduosgrub
dpal'balの 名 前 を 見 出 せ る。 パ ン チ ェソ シ ュ ンギ ャパ は ジ ャム ヤ ソ ク ソ ガ ー
チ ュ ー サ ソ の弟 子 で チ ュー コル ル ンポchos'khorlhunpoを 建 て た 人 物 で
　の
ある。PCDT.で は,彼 が書いたr倶 舎論』註の帰敬偈には密教で説 くところ
66)
の和合七支(khasbyoryanlagbdun)カ ミ説かれている,と 述べ られている。






以上,PCDT.に 記述されているアビダルマ文献 と,そ の作者について紹介
をしてきた。その内,コ ラムパソナムセンゲ以降のサキャ派の文献や人物に関
しては情報が急に少な くなる。 もちろん,筆 者の不徳の致す ところであること
は言 うまでもないが,サ キャ派の教団史にも若干の問題がある様に思われ る。
っま り,サ キ ャ派の中心寺院であるナーレンドラ寺院が破壊されたために,サ
　の
キ ャ派 が 伝xる 多 くの書 物 や 伝 承 が失 わ れ て し ま った か らで あ る。 この こ とに
関 して も今 後 の詳 しい 研 究 が 待 た れ る と ころ で あ る。
本 論 で紹 介 した 内容 の中 で 特 に 注 目すべ き こ とは,チ ム ナ ムカ ー タ ク を 中心
とす る チ ム流(mchimslugs)の 倶舎 学 とポ トソパ ンチ ェン の伝xる ア ビダ ル
マ に関 す る古 い伝 承 の相 違 点,そ して シ ャー キ ャチ ョクデ ソ と コ ラ ムパ ・ソナ
‐s1‐
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ム マ ン ゲ 等 の 論 争 で あ ろ う。 ま た 中 観 至 上 主 義 を 取 る 一 部 の チ ベ ッ ト仏 教 に お
い て,ア ビ ダ ル マ 教 学 が ど の 様 な 形 で 伝 え られ て い る の か と い う こ と も 重 要 な
問 題 で あ る 。 こ れ ら の 問 題 に つ い て 先 に 述 べ た ガ ワ ン チ ュ ー タ ク の 『倶 舎 論 』
に 対 す る 註 釈 は 様 々 な 情 報 を 与 え て くれ る 。 い つ れ 諸 資 料 を 再 吟 味 し た 上 で,





2)因 明 に 関 して は,小 野 田俊 蔵 「チ ャパ 漏チ ュ ーキ セ ンゲ に よ る プ ラサ ン ガ の分 類 」
『チ ベ ッ トの仏 教 と社 会 』 山 口瑞 鳳 監 修,pp.341-364 。 中 観 派 に お け る 論争 に つ い
て は松 本 史 朗rTsonkhapa独 自の 中 観 思 想 に つ い て 」r日 本西 藏 學会 々報 』 第27
号,pp.341-364等 参照 。
3)Sata-pitakaVo1・100,NewDelhi1975,PP.585-659.(東 北No .6544).










9)r青 史 』 四 川 民 族 出版 社,1984,p.419。
10)『 青 史 』 四 川 民 族 出版 社,1984,p.419。
11)r青 史 』 四 川民 族 出 版 社,1984,p.419。
12)羽 田野 伯 猷 「チ ベ ッ トの 仏 教 受 容 と変 容 の原 理 の一 側 面 」 『東 北 大 学 日本 文 化 研




16)『 昭 和 法 寳 總 目録 』 第 二 巻p.228c。
17)大 正No.1645,ま た,ConstanceHoo9;Princejingim'sTextBookofTibetan
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20)『 青 史 』 四 川 民 族 出 版社,1984,pp.419-420。
21)Complateworks(ゾgser〃z408pdnchensakya-mchogldan,Vol.14,fol.339,
22)legsparbradpachosmnonrgyamtsho'ishinpobzigspa'idbu'iphyogs
lags,大 谷 蔵 外No.10149,Fo1.214b.
23)『 青 史 』 四 川 民 族 出版 社,1984,pp・419-420,尚,G・N・Roerichは 翻 訳 の際












31)羽 田野 伯 猷 前 掲 書p.138。
32)チ ム ズ ゥー の作 者 を ツ ル テ ィム ・ケサ ソ氏 は 前 掲 論 文 の 中 で チ ム ジ ャ ムペ ーヤ ソ
mChims'jampa'idbyansと し,チ ムナ ム カ タ ク とは別 人 と して 誤 解 して お られ
た が,ア ク リン ポ チ ェの稀 覯 書 目録p.544を 見 る と チ ョムデ ン リク レルbCom
Ldanrigsralの 弟 子 として チ ムジ ャ ムペ ー ヤ ンの 名前 を見 出せ る。 チ ム ナ ム カ タ
ク が チ ョムデ ン リクラ ル の弟 子 で あ る こ とは 周 知 の 事 実 で あ るか ら,ナ ム カ タ ク と
ジ ャムペ ー ヤ ン が 同一 人 物 で あ る こ とは 間 違 い な い 。 氏 も近年 チ ム ジ ャ ムペ ーヤ ン
とチ ムナ ム カ タ クが 同一 人 物 で あ る こ とに 気 付 か れ た ら し く,大 谷 蔵 外 目録 索 引 で
は チ ム ジ ャ ムペ ーヤ ンの項 を見 る とseemchimsnammkha'gragsと な って い
る 。 氏 が 誤 解 され た 原 因 は,恐 ら くチ ムー 切 智 者 を チ ムナ ム カ タ クだ と判 断 され た
こ とに 依 る と思 わ れ る。 ロ ン ドル ラマ の前 掲 書 を見 る と,mChimsThamscad
mkhenpa'iSlobmamChims'Jamdbyans(チ ムー 切 智 者 の 弟 子 で あ るチ ム ジ
ャ ムペ ー ヤ ソ)と 説 か れ て お り,こ の一 切 智 者 を チ ム ナ ム カ タ ク と誤 解 され た の だ
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ろ う。 池 田 練太 郎 氏 も,こ の ロ ン ドル ラマ の 内 容 を見 て チ ム ナ ム カ タ ク とチ ム ジ ャ
ムペ ー ヤ ン を師 弟 と して考}xて い る
。 池 田練 太 郎 氏 の誤 認 は 羽 田野 伯 猷 氏 の論 文 を
参 考 に され たか らで あ る。 羽 田野 伯 猷 氏 はナ ム カ タ クの こ とを ,チ ムー 切 智 者 ナ ム
カ タ ク と してい る の で,池 田氏 は ,こ の こ とに 惑 わ され て し ま った の だ ろ う。 羽 田
野 氏 の論 文 に は,原 語 も典 拠 も明 らか に され て い な い の で真 偽 は 定 か で は な い が ,
rプ トゥン仏 教 史 』等 を 調 べ て 明 らか に す る必 要 が あろ う
。少 な く と も,チ ム ズ ゥ
ーの 奥 書 を 見 る限 り一 切 智 者 は ナ ム カ タ ク とは 別 人 で あ る と しか 考 え られ な い
。
33)ス ム リテ ィに つ い て は ・川 越 英 真 厂Smrtijnanakirtiを め ぐるKhamsの 仏 教 活
動 に つ い て」 『印仏 研 』 第35巻 第1号,pp.323-318に 詳 しい
。














45)『 青 史 』p.420。
46)斎 藤 舜 健 「ENCYCLOPEDIATIBETICA所 収"大 宝積 経 解 題 ・に つ い て」『仏
教 論 叢 』32号 参 照 。 氏 の 論 文 を 見 る限 り,ポ トンパ ン チ エ ンは 唯 識 ・如 来 蔵 経 典 に
対 す る説 明に 最 も 力 を入 れ て い る様 で あ る。 シ ヤ ーキ ヤ チ ヨク デ ンが 唯 識 ・如 来 蔵
思 想 に 傾 倒 し てい く際 に ポ トンパ ン チ エ ン の影 響 が あ った と も考 え られ る。 今 後,
ポ トソ パ ン チエ ン の思 想 を 研 究 す る こ とに よっ て 明 らか に した い。
47)PCDT.Fol.No.160‐No.161.
48)D.Jackson:TheEarlyAbbotsof'.Phan-poNa・lendya ,pp.60-61本 論 文
は未 発 表 の もの で あ るが ジ ャク ソ ン氏 と小野 田俊 蔵 氏 の御 好 意 に よ り拝 読 の機 を得









山 口瑞 鳳 「〔第 豆部 〕 チ ベ ッ ト」r仏 教 史H』 山川 出 版 社1983年,p.245。
54)PCDT.Fo1.No.163,gzunlugskuntogrubmtha'は 従 来 サ パ ン の著 作 と
さ れ て き た が,近 年 氏 に よ っ てサ パ ソ の著 作 では な く,後 代 の人 が2つ の 著 作 を 接
合 して作 った 偽 作 で あ る こ とが 明 らか に さ れ て い る。 この こ とに つ い て も先 の カ゚ ワ

















65)立 川 武 蔵 訳rト ゥ カ ン ー 切 宗 義 一 サ キ ャ派 の 章 一 』p.66,東 洋 文 庫1974。
66)PCDT.Fol.No.162.
67)PCDT.Fo1.No.162.
68)D.Jackson前 掲 書 。
(大 学 院 博 士 後 期 課 程 ・仏 教 学 専 攻)
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